
東日本大震災による津波などで機械を流出・損壊された事業者の復興支援を図るため、各地から無償
で提供いただいた遊休機械等と被災地事業者の要望とのマッチングを行い、引き渡すプロジェクトです。

　遊休機械無償マッチング支援プロジェクトにより、京都からはすでに１１社より
２９３機の機械が被災地に送られています。今回はその中から株式会社カシフジ、
株式会社丹後ハイテックの２社からご提供いただいた機械のその後を視察しました。
　訪れたのは、釜石市内にある有限会社釜石内燃機。同社は津波により工場内の
すべての機械が流出したなか、早々に事業復旧に取り組まれました。同社の高橋
社長からは「震災の影響で中古機械市場は高騰している中、無償で機械を提供
いただけたのは本当に有難かった。頂戴した機械は現在もフル稼働しており、
本当に助かっています」と、感謝の言葉をいただきました。

立石会頭の訪問レポート
　震災から２年４か月が経過しました。今回、被災地の現状を視察する
ため、岩手県釜石市、大船渡市、陸前高田市を訪問しました。地域に
よって進行具合に差はあるものの、いずれも復興には程遠い状況で、まだまだあらゆる面
からの支援が必要であることが再認識できました。今後、どのように復興を遂げていくのか、
また被災地のニーズにどうマッチングしていくのか、目を向けていきたいと思います。

釜石商工会議所を表敬訪問
大船渡商工会議所を表敬訪問

陸前高田市の市街地の現況を視察
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有限会社釜石内燃機機械のその後を視察

山崎会頭（右）と懇談。「復旧すらままならず、人材
不足、資材の高騰がネックになっている」と伺いました。

「人口が集散せず、留まっているのは地域ビジョンが早く示
された効果が大きい」と語る齋藤会頭（右）と懇談しました。

奇跡の一本松
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「遊休機械無償マッチング支援プロジェクト」とは

遊休機械無償マッチング支援プロジェクト
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　支援するのは、小規模でやっておられる会
社や商店、飲食店がほとんどです。どんな小
さなお悩みでも気軽にお声をかけていただき
たいと思い、できるだけ話しやすい雰囲気づく
りを心がけています。ひとつひとつのご相談に
ついて親身になって考え、私にできることは
経験と知恵を総動員してお手伝いしますし、

専門家への中継も行います。
　後継者不足で悩んでおられる個人事業主
さんが多い中、甚之助さんはこの嬉しい展開。
これからもその前向きな頑張りにお応えできる
よう、経営を軌道にのせてバトンタッチを成功
させるお手伝いをさせていただきたいと思って
います。

本音で話せる関係を大切に。

京都市中京区坊城通三条下ル
ＴＥＬ 075-841-6633　
事業内容／飲食業
ランチ（火～土）11:00～14:00　夜17:00～22:00 月休
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私が担当いたしました

御料理  甚之助

立 石 会 頭 の 訪 問 レ ポ ー ト

Kyo Business  Review  2013.9・10    09


